
〇遠足について 

10 月 23 日(金) 予備日 11 月 6 日(金) 

神代植物公園に徒歩で行きます。お弁当の用意

をお願いします。 

※詳細はしおりでお知らせします。 

〇連絡網配布について 

 9 月 11 日更新のホームページでもお伝えしま

したが、今年度は個人情報保護の観点から連絡網

の作成は行いませんのでご了承ください。 

〇畑見学について  
10 月５日（月） 予備日 12 日（月）学区域にあ

る畑に見学に行きます。 

〇遠足について  
10 月３０日（金） 予備日 1１月１３日（金） 

お弁当の用意をお願いします。神代植物公園に徒歩

で行きます。※詳細については、毎日ノートやしお

り等でお知らせします。 

〇保健の学習は全て終了しましたが、４年生でも同

じ教科書を使用します。来年度まで保管をお願いい

たします。 

 

 

 

 

 

 

「 ICT を活用した学習の取り組み  ～学校だからこそできる学びを～ 」   校 長 寺 本 喜 和 

うだるような暑さだった今年の夏が嘘のような爽やかな季節になりました。気温が低くなって,ずいぶんと過ごしやすくなりましたが,秋雨と言われ

る長雨や急な雷雨や台風に対する備えが欠かせません。安定した「秋晴れ」の日を心待ちにしています。 

 さて,２学期になって，学校では順調に教育活動が行われております。教室の様子を毎日見て回ることが私の大切な日課なのですが，授業で ICT を活し

た学習が行われている場面を見ることが，ごく普通の日常的な光景となりました。今回の学校だよりではその様子をご紹介します。 

 まず，よく行われているのが，各教員に与えられているタブレット端末と教室に設置されているプロジェクター，書画カメラを活用した授業です。例

えば，教科書に掲載されている写真やグラフ，図などをタブレットで写真撮影をしてスクリーンに大きく映します。教科書に掲載されている資料でもそ

れだけで子どもたちはぐっと集中することができます。「○ページのグラフを見て。」などと，言葉で指示をして資料を見せることよりも，ずっと分かり

やすく，児童は見るべきこと，考えるべきことを把握し楽しく学習することができます。見せたい資料は静止画に限らず動画を使うこともできるので，

家庭科や英語の授業でもとてもよく活用されています。先生の中には自分で作成したプレゼンテーションを提示して授業を進めている様子もあります。

また，写真機能を使って，児童が書いたノートや作品を撮影して，スクリーンに直接映して，一人一人の考えを皆で検討して，考えを深め合う場面も多

く見かけます。この使い方は，単に映して見せるにとどまらず，「考えを深める」活動に結びつけた学習活動であると言えます。以前も児童の考えを大き

な紙にサインペンで書かせて，黒板に掲示させ，考えを説明し，交流することがよく行われていました。しかし，このタブレットを使う良さは，何とい

っても準備が少なく，手軽に行うことができることです。教員はこの便利な道具が手に入ったおかげで，躊躇なく，児童の相互の考えを出し合い，話し

合い，考えを深めさせる授業を手軽に行えます。ですから，タブレットは学校の授業の質を変える，授業の様々な工夫を生み出せる「大切な道具」にな

っていると実感しています。 

 また，２学期になって調布市教育委員会から，児童用タブレット（iPad）が 90台配備されました。今後，児童一人 1 台の配備が予定されていますが，

いただいた 90 台を活用してどの学年でも，児童一人一人がタブレットを使った学習を行うことを試行しています。 

例えば，音楽の授業では，タブレットを使って作曲する学習が行われていました。楽器を選んで，リズムやメロディーを決めると曲が演奏され，互い

に自分の作った曲を聞き合い，交流する様子が見られました。また，総合の授業では，プレゼンテーションソフトを使って，自己紹介のカードを作成す

る授業もありました。また，社会の授業では，自分の考える「未来の自動車」を考えるために，インターネットのいろいろなサイトから資料を集めて，

自分なりの考えを表現し，交流する授業も行われていました。このタブレットは，LTE 回線を使ってネット環境につなげるので，教室や学校のどの場所

でも使用することが可能です。タブレット一人 1 台の環境整備が進めば，学校以外の場でも使用することなども考えられ，一人一人の学びを深めるため

に有効な道具となりそうです。また，休校などの際には，リモートで学校と一人一人の児童がつながることのできる環境が整うことにもなります。 

以上 ICT を活用した学習の様子をお伝えしましたが，取り組みはまだ始まったばかりです。学校での ICT 活用は，学校でなければできない学びを行う

ための道具です。学校での学習は，決して一人ではできない学びのことです。友達と一緒に学ぶからこそ深めることができる学びです。そのことを忘れず

に，コンピュータや ICT 機器をうまく利用して,子どもたちにとって楽しく，有意義な学習を進めていきたいと考えております。 

 さて，2 学期も後半になり，新型コロナウィルスの感染にはまだまだ油断ができない状況ですが，少しずつできる学習や活動を増やしていきます。10

月から，各学年で遠足を予定しています。６年生は日帰りで日光を訪れ，校外学習を行います。さらに，３年生以上は社会科見学を実施する方向で検討

しています。「スポーツ大会」という行事を 11 月には行います。この時には，保護者の皆様に見ていただく機会を設けていく予定です。また，授業の参

観も感染症対策を万全にして，計画しています。 

【各学年からのお知らせ】 １年                        ２年                        ３年 
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家庭数 

〇生活科 リース作りについて 

 あさがおのつるでリースを作ります。道具や材料の準

備をお願いいたします。 

・木工用ボンド・リースに飾る材料（木の実・リボン・

綿・モール・ビーズなど） 

〇図工 「ぺったんコロコロ」の材料について 

 絵の具をつけて形を写す活動をします。教科書 24･25

ページをご参照の上、３～５種類ほどご用意ください。 

※どちらも、１２日（月）までに持たせてください。よ

ろしくお願いいたします。 


